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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体洗濯洗剤組成物であって、
　－前記組成物の１０重量％～５０重量％の、非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホ
ネート、非アミン中和アルキルサルフェート、又はこれらの混合物と、
　－前記組成物の０重量％～２５重量％の非イオン性界面活性剤と、
　－前記組成物の５重量％～４０重量％のジプロピレングリコールと、
　－前記組成物の５重量％～１５重量％の１，２プロパンジオールと、
　－前記組成物の５重量％未満の、中和に用いられたヒドロキシル含有アミン化合物及び
中和に用いられていないヒドロキシル含有アミン化合物と、
　－前記組成物の２０重量％～４０重量％の、漂白剤、漂白触媒、染料、色調染料、アル
コキシル化ポリアミン及びポリエチレンイミンを含む洗浄ポリマー、汚れ放出ポリマー、
溶媒（ただし、ジプロピレングリコール及び１，２プロパンジオールを含まない）、移染
抑制剤、キレート剤、酵素、香料、カプセル化香料、セルロースポリマー、並びにこれら
の混合物を含む群から選択される補助成分と、
　－前記組成物の０．５重量％～１５重量％の水と、
を含むが、
　前記組成物が、ポリカルボキシレートポリマーを含まない、液体洗濯洗剤組成物。
【請求項２】
　前記組成物の１０重量％未満のアミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネートを含む、
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請求項１に記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項３】
　前記組成物の１５重量％～３０重量％の、非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネ
ート、非アミン中和アルキルサルフェート、又はこれらの混合物を含む、請求項１又は２
に記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項４】
　前記非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネートが、Ｃ１０～Ｃ１６直鎖アルキル
ベンゼンスルホネート、又はＣ１１～Ｃ１４直鎖アルキルベンゼンスルホネート、又はこ
れらの混合物である、請求項１～３のいずれか一項に記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項５】
　前記非アミン中和アルキルサルフェートアニオン性界面活性剤が、非エトキシ化アルキ
ルサルフェート、平均エトキシ化度が１～５であるエトキシ化アルキルサルフェート、又
はこれらの混合物を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項６】
　前記エトキシ化非アミン中和アルキルサルフェートアニオン性界面活性剤が、平均エト
キシ化度１若しくは３を有するか又はこれらの混合物である、請求項５に記載の液体洗濯
洗剤組成物。
【請求項７】
　前記非アミン中和アルキルサルフェートアニオン性界面活性剤が、Ｃ１０～１８アルキ
ルサルフェート、又はこれらの混合物を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の液体
洗濯洗剤組成物。
【請求項８】
　直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸カリウ
ム、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸マグネシウム、アルキル硫酸ナトリウム、アルキル
硫酸カリウム、アルキル硫酸マグネシウム、又はこれらの混合物を含む、請求項１～７の
いずれか一項に記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項９】
　前記組成物の１５重量％～５０重量％のアニオン性界面活性剤を含む、請求項１～８の
いずれか一項に記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が、前記組成物の５重量％～２０重量％の前記ジプロピレングリコールを含
む、請求項１～９のいずれか一項に記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項１１】
　前記ヒドロキシル含有アミンが、モノエタノールアミン、トリエタノールアミン、及び
これらの混合物を含む群から選択される、請求項１～１０のいずれか一項に記載の液体洗
濯洗剤組成物。
【請求項１２】
　前記非イオン性界面活性剤が、脂肪族アルコールエトキシレート、オキソ合成脂肪族ア
ルコールエトキシレート、又はこれらの混合物を含む、請求項１～１１のいずれか一項に
記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項１３】
　香料原材料を含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項１４】
　構造化剤を含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載の液体洗濯洗剤組成物。
【請求項１５】
　水溶性フィルムと、請求項１～１４のいずれか一項に記載の洗剤組成物とを含む、水溶
性単位用量物品。
【請求項１６】
　前記単位用量物品が、少なくとも２つの区画を含む、請求項１５に記載の単位用量物品
。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体洗濯洗剤組成物及びその使用方法の分野である。
【背景技術】
【０００２】
　平衡相対湿度の低い液体洗濯洗剤組成物は、微生物汚染されにくいという利点を有する
。また、水などの不必要な「充填剤」液体の存在を最小限に抑える、いわゆる凝縮型液体
が好まれる傾向がある。このような組成物は、不必要な材料を輸送する必要性が少ないた
め、このような輸送作業の環境への影響が低減されるので、より環境に優しい。
【０００３】
　しかし、このような凝縮型組成物は、アニオン性界面活性剤などの洗浄材料の濃度が相
対的に高いことから、多くの場合高粘度を有することがある。従来、液体洗濯洗剤組成物
の消費者が許容可能な粘度を確保するために、このような組成物ではヒドロキシル含有ア
ミンが使用されてきた。また、製造中に組成物の加工性をもたらすために、許容可能な粘
度が必要とされている。ヒドロキシル含有アミンは、多くの場合、直鎖アルキルベンゼン
スルホネートなどのアニオン性洗浄界面活性剤のための中和剤として使用される。
【０００４】
　しかし、現在、このようなヒドロキシル含有アミンの全体濃度を低下させることが望ま
れている。
【０００５】
　公知の相対湿度の低い洗濯洗剤組成物のヒドロキシル含有アミンの濃度を低下させると
、消費者が組成物を正確に注ぎ、投入する能力に負の影響を与える高粘度の組成物が生じ
ることがある。また、製造中にこのような粘性組成物を取り扱うのは困難であるので、組
成物の加工性が影響を受ける。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、より低濃度のヒドロキシル含有アミン化合物を含有するが、消費者が許容
可能な及び／又はプロセス許容可能な粘度を呈する、相対湿度の低い液体洗濯洗剤組成物
が当該技術分野において必要とされている。
【０００７】
　驚くべきことに、上記問題点は、本発明の特定の処方スペース（formulation space）
によって克服されることが見出された。以下に記載された処方スペースは、低い相対湿度
を有し、かつより低濃度のヒドロキシル含有アミン化合物を含むが、許容可能な粘度を有
する液体組成物を提供することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、液体洗濯洗剤組成物であって、
　－当該組成物の１０重量％～５０重量％の、非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホ
ネート、非アミン中和アルキルサルフェート、又はこれらの混合物と、
　－当該組成物の０重量％～２５重量％の非イオン性界面活性剤と、
　－当該組成物の５重量％～４０重量％の、２０～４００の分子量を有し、かつ本明細書
に記載されたアルコールｅＲＨ試験を介して測定したときに２０℃で５０％～８０％のｅ
ＲＨを有するアルコールと、
　－当該組成物の５重量％未満のヒドロキシル含有アミン化合物と、
　－当該組成物の２０重量％～４０重量％の補助成分と、
　－前記組成物の０．５重量％～１５重量％の水と、を含む、液体洗濯洗剤組成物である
。
【０００９】
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　また、本発明は、液体洗濯洗剤組成物であって、
　－当該組成物の１０重量％～５０重量％の、非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホ
ネート、非アミン中和アルキルサルフェート、又はこれらの混合物と、
　－当該組成物の０重量％～２５重量％の非イオン性界面活性剤と、
　－当該組成物の５重量％～４０重量％の、エチレングリコール、１，３プロパンジオー
ル、１，２プロパンジオール、テトラメチレングリコール、ペンタメチレングリコール、
ヘキサメチレングリコール、２，３－ブタンジオール、１，３ブタンジオール、ジエチレ
ングリコール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、グリセロールホルマ
ルジプロピレングリコール、ポリプロポレングリコール、ジプロピレングリコールｎ－ブ
チルエーテル、及びこれらの混合物を含む群から選択されるアルコール、好ましくは、１
，２プロパンジオール、ジプロピレングリコール、ポリプロポレングリコール、２，３－
ブタンジオール、ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの混合物を含
む群から選択される溶媒と、
　－当該組成物の５重量％未満のヒドロキシル含有アミン化合物と、
　－当該組成物の２０重量％～４０重量％の補助成分と、
　－当該組成物の０．５重量％～１５重量％の水と、を含む、液体洗濯洗剤組成物である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　液体洗濯洗剤組成物
　本発明は、液体洗濯洗剤組成物を目的とする。用語「液体」は、水性組成物、非水性組
成物、ゲル、ペースト、分散液などを包含する。洗濯洗剤組成物とは、本明細書では洗濯
の洗浄及び／又はすすぎ操作において使用することができる組成物を意味する。洗濯洗剤
組成物は、洗濯前処理組成物であってもよい。
【００１１】
　好ましくは、液体洗濯洗剤組成物は、１０００ｓ－１の剪断速度で３００ｍＰａ・ｓ～
７００ｍＰａ・ｓ、より好ましくは３５０ｍＰａ・ｓ～６００ｍＰａ・ｓの粘度を有する
。粘度を測定するための例示的な方法は、製造業者の説明書に従って、２０℃で１０００
μｍのギャップを使用してＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製のレオメータＤＨＲ１を使用
することである。
【００１２】
　液体洗濯洗剤組成物は、水溶性単位用量物品中に存在していてよい。このような実施形
態では、水溶性単位用量物品は、単位用量物品が水溶性フィルムによって包囲された少な
くとも１つの内部区画を含むような形状の少なくとも１枚の水溶性フィルムを含む。少な
くとも１つの区画は、液体洗濯洗剤組成物を含む。水溶性フィルムは、保管中に液体洗濯
洗剤組成物が区画から漏れ出さないように封止される。しかし、水溶性単位用量物品を水
に添加すると、水溶性フィルムが溶解して、内部区画の内容物が洗浄液中へと放出される
。水溶性単位用量物品については、以下でより詳細に説明する。
【００１３】
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の１０重量％～５０重量％の、非アミン中和直鎖ア
ルキルベンゼンスルホネート、非アミン中和アルキルサルフェート、又はこれらの混合物
を含む。好適な非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネート及び非アミン中和アルキ
ルサルフェートについては、以下でより詳細に説明する。
【００１４】
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の０重量％～２５重量％の非イオン性界面活性剤を
含む。好適な非イオン性界面活性剤については、以下で詳述する。
【００１５】
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の５重量％～４０重量％の、２０～４００の分子量
を有し、かつ以下に記載されたアルコールｅＲＨ試験を介して測定したときに２０℃で５
０％～８０％のｅＲＨを有するアルコールを含む。好適なアルコールについては、以下で
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より詳細に説明する。
【００１６】
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の５重量％未満のヒドロキシル含有アミン化合物を
含む。好適なアミンについては、以下でより詳細に説明する。
【００１７】
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の０．５重量％～１５重量％の水を含む。
【００１８】
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の１５重量％～５０重量％のアニオン性界面活性剤
を含み得る。アニオン性界面活性剤は、アミン又は非アミンで中和され得る。アニオン性
界面活性剤は、アミン中和アルキルサルフェート、アミン中和エトキシ化アルキルサルフ
ェート、アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネート、非アミン中和アルキルサルフェ
ート、非アミン中和エトキシ化アルキルサルフェート、非アミン中和直鎖アルキルベンゼ
ンスルホネート、又は混合物を含み得る。
【００１９】
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の２０重量％～４０重量％の補助成分を含む。好適
な補助成分については、以下で説明する。
【００２０】
　液体洗濯洗剤組成物は、香料原材料であって、好ましくは、アルデヒド、ケトン、又は
これらの混合物から選択される、香料原材料を含み得る。
【００２１】
　更に、ヒドロキシル含有アミンの除去によって、処方が相分離する恐れがある（すなわ
ち、少なくとも２つの明白に異なる相が見えることがある）。本発明は、相分離を最小限
に抑えながら、低い相対湿度及びより低濃度のヒドロキシル含有アミン化合物を有する組
成物を提供するという更なる効果を提供する。
【００２２】
　非アミン中和界面活性剤
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の１０重量％～５０重量％の、非アミン中和直鎖ア
ルキルベンゼンスルホネート、非アミン中和アルキルサルフェート、及びこれらの混合物
を含む。直鎖アルキルベンゼンスルホネート、アルキルサルフェート、又はこれらの混合
物は、液体洗濯洗剤組成物で分散した固体の形態で存在し得る。「固体」とは、本明細書
では、粒子、結晶、層状液晶、及びこれらの混合物を意味する。粒子は、噴霧乾燥された
粒塊、押出品、又はこれらの混合物を含み得る。好ましくは、直鎖アルキルベンゼンスル
ホネート、アルキルサルフェート、又はこれらの混合物は、層状液晶形態である。「層状
液晶」とは、本明細書では、界面活性剤分子が、溶媒の薄層によって分離されている溶融
状態の界面活性剤の二層の積層体に構築されている状態である系を意味する。この構造は
、流動体の観点における液体特性及び構造化の観点における固体特性の両方を有する。こ
の構造は、そのｄ－スペーシング、二層の厚さの合計、及びシート間の溶媒層によって特
徴付けられる。この構造の繰り返し及び周期性によって、結晶相に特徴的な急峻なｘ線回
折ピークが得られる。
【００２３】
　液体洗濯洗剤組成物は、当該洗濯洗剤組成物の１５重量％～３０重量％の、非アミン中
和直鎖アルキルベンゼンスルホネート、非アミン中和アルキルサルフェート、又はこれら
の混合物を含み得る。液体洗濯洗剤組成物は、当該洗濯洗剤組成物の１５重量％～５０重
量％、又は更には１５重量％～３０重量％の、層状液晶直鎖アルキルベンゼンスルホネー
ト、層状液晶非アミン中和アルキルサルフェート、又はこれらの混合物を含み得る。
【００２４】
　非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネートは、アミン以外の中和物質を用いて、
直鎖アルキルベンゼンスルホン酸が、対応する直鎖アルキルベンゼンスルホネートに中和
されているものである。このような中和基の非限定的な例としては、ナトリウム、カリウ
ム、アンモニウム、及びこれらの混合物が挙げられる。非アミン中和直鎖アルキルベンゼ
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ンスルホネートは、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム、アルキルベンゼンスル
ホン酸カリウム、アルキルベンゼンスルホン酸マグネシウム、又はこれらの混合物であっ
てよい。
【００２５】
　非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネートは、Ｃ１０～Ｃ１６直鎖アルキルベン
ゼンスルホネート若しくはＣ１１～Ｃ１４直鎖アルキルベンゼンスルホネート、又はこれ
らの混合物であってよい。
【００２６】
　例示的な直鎖アルキルベンゼンスルホネートは、Ｃ１０～Ｃ１６アルキルベンゼンスル
ホン酸又はＣ１１～Ｃ１４アルキルベンゼンスルホン酸である。「直鎖」とは、本明細書
では、アルキル基が直鎖状であることを意味する。アルキルベンゼンスルホネートは、当
該技術分野において周知である。特に有用なのは、アルキル基の炭素原子の平均数が約１
１～１４である、直鎖線状アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム、カリウム、及びマグ
ネシウムである。
【００２７】
　液体洗濯洗剤組成物は、アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネートを含み得る。好
ましくは、液体洗濯洗剤組成物は、当該液体洗濯洗剤組成物の１０重量％未満、又は更に
は５重量％未満、又は更には３重量％未満のアミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネー
トを含む。
【００２８】
　液体洗濯洗剤組成物は、非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネート及びアミン中
和直鎖アルキルベンゼンスルホネートを含み得る。液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の
１０重量％～３０重量％の非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネート、好ましくは
、アルカリ土類金属非アミン中和直鎖アルキルベンゼンスルホネートと、当該液体洗濯洗
剤組成物の１０重量％未満、又は更には５重量％未満、又は更には３重量％未満のアミン
中和直鎖アルキルベンゼンスルホネート、好ましくは、モノエタノールアミン直鎖アルキ
ルベンゼンスルホネート、トリエタノールアミン直鎖アルキルベンゼンスルホネート、又
はこれらの混合物とを含み得る。
【００２９】
　非アミン中和アルキルサルフェートアニオン性界面活性剤は、液体洗濯洗剤組成物内に
分散した固体の形態で存在し得る。「固体」とは、本明細書では、粒子、結晶、層状液晶
、及びこれらの混合物を意味する。
【００３０】
　非アミン中和アルキルサルフェートアニオン性界面活性剤は、アミン以外の中和物質を
用いて、界面活性剤酸が対応する塩に中和されているものである。このような中和基の非
限定的な例としては、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、及びこれらの混合物が挙げ
られる。非アミン中和アルキルサルフェートアニオン性界面活性剤は、アルキル硫酸ナト
リウムアニオン性界面活性剤、アルキル硫酸カリウムアニオン性界面活性剤、アルキル硫
酸マグネシウムアニオン性界面活性剤、又はこれらの混合物であってよい。
【００３１】
　アルキルサルフェートアニオン性界面活性剤は、エトキシ化アルキルサルフェート又は
非エトキシ化アルキルサルフェート、又はこれらの混合物を含み得る。
【００３２】
　非アミン中和アルキルサルフェートアニオン性界面活性剤は、好ましくは平均エトキシ
化度が１～５、より好ましくは１～３である、エトキシ化非アミン中和アルキルサルフェ
ートアニオン性界面活性剤を含み得る。エトキシ化非アミン中和アルキルサルフェートア
ニオン性界面活性剤は、１若しくは３の平均エトキシ化度を有し得るか又はこれらの混合
物であってよく、好ましくは、エトキシ化非アミン中和アルキルサルフェートアニオン性
界面活性剤は、１の平均エトキシ化度を有する。
【００３３】
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　非アミン中和アルキルサルフェートアニオン性界面活性剤は、非エトキシ化アルキルサ
ルフェート及びエトキシ化アルキルサルフェートであって、平均エトキシ化度が１～５、
より好ましくは１～３であるエトキシ化アルキルサルフェート、又はこれらの混合物を含
み得る。
【００３４】
　非イオン性界面活性剤
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の０重量％～２５重量％の非イオン性界面活性剤を
含む。
【００３５】
　非イオン性界面活性剤は、天然又は合成的に誘導された非イオン性界面活性剤であって
よい。好ましくは、非イオン性界面活性剤は、天然又は合成的に誘導された脂肪族アルコ
ールエトキシレート非イオン性界面活性剤を含む。好ましい合成的に誘導された脂肪族ア
ルコールエトキシレート非イオン性界面活性剤、又はオキソ合成プロセスから誘導された
もの、すなわち、いわゆるオキソ合成非イオン性界面活性剤。上記の組成物は、当該組成
物の０重量％～３０重量％、又は更には０．１重量％～２５重量％の脂肪族アルコールエ
トキシレート非イオン性界面活性剤を含み得る。
【００３６】
　エトキシ化非イオン性界面活性剤は、例えば、一級及び二級アルコールエトキシレート
、特にアルコール１モル当たり平均１～５０モル、又は更には２０モルのエチレンオキシ
ドでエトキシ化されたＣ８～Ｃ２０脂肪族アルコール、より特にアルコール１モル当たり
平均１～１０モルのエチレンオキシドでエトキシ化されたＣ１０～Ｃ１５一級及び二級脂
肪族アルコールであってよい。
【００３７】
　エトキシ化アルコール非イオン性界面活性剤は、例えば、３～８モルのエチレンオキシ
ドと、１モルの、９～１５個の炭素原子を有する一級アルコールとの縮合生成物であり得
る。
【００３８】
　非イオン性界面活性剤は、式Ｒ（ＥＯ）ｎ（式中、Ｒは、４～３０個の炭素原子のアル
キル鎖を表し、（ＥＯ）は、エチレンオキシドモノマーの１単位を示し、ｎは、０．５～
２０の平均値を有する）の脂肪族アルコールエトキシレートを含み得る。
【００３９】
　上記の組成物は、他の非イオン性界面活性剤、好ましくは、天然又は合成非イオン性界
面活性剤を含み得る。
【００４０】
　アルコール
　上記の組成物は、当該組成物の５重量％～４０重量％、又は更には５重量％～２０重量
％、又は更には５重量％～１５重量％のアルコールを含み、当該アルコールは、２０～４
００の分子量を有し、かつアルコールｅＲＨ試験を介して測定したときに２０℃で５０％
～８０％、又は更には５２％～７５％のｅＲＨを有する。
【００４１】
　アルコールｅＲＨ試験は、脱イオン水中８０％アルコールの溶液を調製する工程と、続
いて、室温（２０℃＋／－１℃）で、較正したＲｏｔｒｏｎｉｃ　Ｈｙｇｒｏｌａｂ　ｍ
ｅｔｅｒ（深さ１４ｍｍのプラスチックサンプルライナにおいて）にこれを添加する工程
と、これを２５分間較正する工程と、最後に、記録されたｅＲＨを測定する工程とを含む
。用いたサンプルの体積は、プラスチックサンプルライナを充填するのに十分であった。
【００４２】
　「アルコール」とは、本明細書では、全てまとめたとき、それぞれが２０～４００の分
子量を有し、かつｅＲＨ試験を介して測定したときに２０℃で５０％～８０％の、化合物
又は混合物の全体ｅＲＨを有する、単一化合物又は化合物の混合物のいずれかを意味する
。理論に束縛されるものではないが、アルコールは、少なくとも１つのＯＨ単位、好まし
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くはポリオール及びジオール、より好ましくはジオールを含む任意の化合物である。好ま
しいジオールとしては、グリコールが挙げられる。
【００４３】
　好ましくは、アルコールは、エチレングリコール、１，３プロパンジオール、１，２プ
ロパンジオール、テトラメチレングリコール、ペンタメチレングリコール、ヘキサメチレ
ングリコール、２，３－ブタンジオール、１，３ブタンジオール、ジエチレングリコール
、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、グリセロールホルマルジプロピレ
ングリコール、ポリプロピレングリコール、ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル
、及びこれらの混合物を含む群から選択され得る。
【００４４】
　より好ましくは、アルコールは、エチレングリコール、１，２プロパンジオール、２，
３－ブタンジオール、１，３ブタンジオール、トリエチレングリコール、ポリエチレング
リコール、グリセロールホルマルジプロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、
ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの混合物を含む群から選択され
得る。
【００４５】
　更により好ましくは、アルコールは、１，２プロパンジオール、ジプロピレングリコー
ル、ポリプロピレングリコール、２，３－ブタンジオール、ジプロピレングリコールｎ－
ブチルエーテル、及びこれらの混合物を含む群から選択される。
【００４６】
　最も好ましくは、アルコールは、１，２プロパンジオール、ジプロピレングリコール、
ポリプロピレングリコール、ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの
混合物を含む群から選択され得る。
【００４７】
　アミン
　洗剤組成物は、当該組成物の５重量％未満のヒドロキシル含有アミン化合物、又は更に
は当該組成物の０．１重量％～５重量％、又は更には０．１重量％～４重量％のヒドロキ
シル含有アミン化合物を含む。「ヒドロキシル含有アミン化合物」とは、本明細書では、
アルコール（ＯＨ）基及びアミン基を含む化合物を意味する。ヒドロキシル含有アミン化
合物は、モノエタノールアミン、トリエタノールアミン、ジイソプロパノールアミン、ト
リイソプロパノールアミン、モノアミノヘキサノール、２－［（２－メトキシエチル）メ
チルアミノ］－エタノール、プロパノールアミン、Ｎ－メチルエタノールアミン、ジエタ
ノールアミン、モノブタノールアミン、イソブタノールアミン、モノペンタノールアミン
、１－アミノ－３－（２－メトキシエトキシ）－２－プロパノール、２－メチル－４－（
メチルアミノ）－２－ブタノール、６－アミノ－１－ヘキサノール、ヘプタミノール、イ
ソエタリン、ノルエピネフリン、スフィンゴシン、フェニルプロパノールアミン、及びこ
れらの混合物から選択され得る。
【００４８】
　ヒドロキシル含有アミン化合物は、モノエタノールアミン、トリエタノールアミン、及
びこれらの混合物を含む群から選択され得る。
【００４９】
　好ましくは、ヒドロキシル含有アミン化合物は、５００未満、又は更には２５０未満の
分子量を有する。
【００５０】
　洗剤組成物は、他のアミン含有化合物を含み得る。
【００５１】
　構造化剤
　本発明の組成物は、当該組成物の２重量％未満の構造化剤を含み得る。構造化剤が存在
する場合、好ましくは、当該組成物は、０．０５重量％～２重量％、好ましくは０．１重
量％～１重量％の構造化剤を含む。構造化剤は、非ポリマー構造化剤又はポリマー構造化
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剤から選択され得る。構造化剤は、非ポリマー構造化剤、好ましくは、結晶化可能なグリ
セリドであり得る。構造化剤は、ポリマー構造化剤、好ましくは、繊維系ポリマー構造化
剤、より好ましくは、セルロース繊維系構造化剤であり得る。構造化剤は、結晶化可能な
グリセリド、セルロース繊維系構造化剤、ＴｉＯ２、シリカ、及びこれらの混合物から選
択され得る。
【００５２】
　好適な構造化剤は、好ましくは、十分な降伏応力又は低剪断粘度を付与して、組成物の
洗浄性界面活性剤の任意の構造化効果とは独立に、すなわち、当該効果以外によって液体
洗濯洗剤組成物を安定化させる成分である。好ましくは、構造化剤は、２１℃、２０ｓｅ
ｃ－１で１～１５００ｃｐｓの高剪断粘度及び５０００ｃｐｓを超える低剪断粘度（２１
℃、０．０５ｓｅｃ－１）を洗濯洗剤組成物に付与する。粘度は、直径４０ｍｍの平板鋼
製スピンドル及びギャップサイズ５００μｍを用いて、ＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製
のＡＲ５５０レオメータを使用して測定される。２０ｓ－１における高剪断粘度及び０．
５ｓ－１における低剪断粘度は、２１℃で３分間の対数剪断速度掃引０．１－１～２５－
１から得ることができる。
【００５３】
　構造化剤は、結晶化可能なグリセリド、好ましくは、硬化ヒマシ油、すなわち「ＨＣＯ
」を含むポリマー結晶質ヒドロキシ官能性構造化剤であってよい。ＨＣＯは、本明細書で
使用するとき、最も一般的には、非ポリマー結晶質ヒドロキシ官能性構造化剤プレミック
スにおいて結晶化することができる限り、任意の硬化ヒマシ油又はその誘導体であってよ
い。ヒマシ油としては、ヒドロキシル基を組み込むＣ１０～Ｃ２２アルキル又はアルケニ
ル部分を含む、グリセリド、特にトリグリセリドを挙げることができる。ＨＣＯを生成す
るために、ヒマシ油を水素化して、出発油中にリシノレイル部分として存在し得る二重結
合を変換する。その結果、リシノレイル部分は、飽和ヒドロキシアルキル部分、例えば、
ヒドロキシステアリルに変換される。本明細書におけるＨＣＯは、トリヒドロキシステア
リン、ジヒドロキシステアリン、及びこれらの混合物から選択され得る。ＨＣＯは、固形
、溶融物、及びこれらの混合物から選択されるものが挙げられるが、これらに限定されな
い任意の好適な出発形態で加工することができる。
【００５４】
　本発明で使用するＨＣＯとしては、市販されているものが挙げられる。本発明で使用す
る市販のＨＣＯの非限定的な例としては、Ｒｈｅｏｘ，Ｉｎｃ．製のＴＨＩＸＣＩＮ（登
録商標）が挙げられる。
【００５５】
　構造化剤は、繊維系構造化剤を含み得る。構造化剤は、典型的には高いアスペクト比（
長さの断面寸法に対する比）を有する、ナノサイズのセルロースフィブリルから構成され
る材料であるミクロフィブリル化セルロース（ＭＦＣ）を含み得る。典型的な横方向寸法
は、１～１００又は５～２０ナノメートルであり、長手方向寸法は、ナノメートル～数マ
イクロメートルの広範囲にわたる。構造化の改善のために、ミクロフィブリル化セルロー
スは、好ましくは、５０～２００，０００、より好ましくは、１００～１０，０００の平
均アスペクト比（ｌ／ｄ）を有する。ミクロフィブリル化セルロースは、細菌セルロース
、柑橘類繊維、及び植物（例えば、テンサイ、チコリー根、ジャガイモ、ニンジンなど）
を含む任意の好適な供給源に由来し得る。
【００５６】
　構造化剤は、二酸化チタン、二酸化スズ、修飾ＴｉＯ２の任意の形態、ＴｉＯ２又は酸
化第二スズ、オキシ塩化ビスマス又はオキシ塩化ビスマスでコーティングされたＴｉＯ２

、シリカでコーティングされたＴｉＯ２又は金属酸化物でコーティングされたＴｉＯ２、
及びこれらの混合物からなる群から選択され得る。修飾ＴｉＯ２は、炭素修飾ＴｉＯ２、
金属ドープＴｉＯ２、又はこれらの混合物を含み得る。金属ドープＴｉＯ２は、白金ドー
プＴｉＯ２、ロジウムドープＴｉＯ２から選択され得る。
【００５７】
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　構造化剤は、シリカを含み得る。当業者は、使用するのに好適なシリカ物質を理解して
いる。シリカは、ヒュームドシリカを含み得る。
【００５８】
　水及び平衡相対湿度
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の０．５重量％～１５重量％の水を含む。液体洗濯
洗剤組成物は、当該組成物の０．５重量％～１２重量％、又は更には０．５重量％～１０
重量％の水を含み得る。
【００５９】
　液体洗濯洗剤組成物は、２０℃で６５％未満の平衡相対湿度を有し得る。
【００６０】
　当該組成物のｅＲＨを測定するのに好ましい方法は、組成物ｅＲＨ試験を介するもので
ある。組成物ｅＲＨ試験は、室温（２０℃＋／－１℃）で、較正されたＲｏｔｒｏｎｉｃ
　Ｈｙｇｒｏｌａｂ　ｍｅｔｅｒ（深さ１４ｍｍのプラスチックサンプルライナにおいて
）に当該組成物のサンプルを添加する工程と、これを２５分間較正する工程と、最後に、
記録されたｅＲＨを測定する工程とを含む。用いたサンプルの体積は、プラスチックサン
プルライナを充填するのに十分であった。
【００６１】
　補助成分
　液体洗濯洗剤組成物は、当該組成物の２０重量％～４０重量％の補助成分を含む。補助
成分は、漂白剤、漂白触媒、染料、色調染料、アルコキシル化ポリアミン及びポリエチレ
ンイミンを含む洗浄ポリマー、汚れ放出ポリマー、界面活性剤、溶媒、移染抑制剤、キレ
ート剤、酵素、香料、カプセル化香料、ポリカルボキシレートポリマー、セルロースポリ
マー、及びこれらの混合物を含む群から選択され得る。
【００６２】
　色調染料：液体洗濯洗剤組成物は、色調染料を含み得る。本洗濯ケア組成物で使用され
る色調染料は、ポリマー又は非ポリマー染料、色素、又はこれらの混合物を含み得る。好
ましくは、色調染料は、発色団成分とポリマー成分とを含むポリマー染料を含む。発色団
成分は、光に曝露すると、青、赤、スミレ色、紫、又はこれらの組み合わせの波長域の光
を吸収することを特徴とする。一態様では、発色団成分は、水及び／又はメタノール中で
最大約５２０ナノメートル～約６４０ナノメートルの吸収スペクトルを示し、別の態様で
は、水及び／又はメタノール中で約５６０ナノメートル～約６１０ナノメートルの吸収ス
ペクトルを示す。
【００６３】
　任意の好適な発色団を使用することができるが、染料発色団は、好ましくは、ベンゾジ
フラン、メチン、トリフェニルメタン、ナフタルイミド、ピラゾール、ナフトキノン、ア
ントラキノン、アゾ、オキサジン、アジン、キサンテン、トリフェノジオキサジン及びフ
タロシアニンの染料発色団から選択される。モノ及びジアゾ染料発色団が好ましい。
【００６４】
　色調染料は、少なくとも３つの連続する繰り返し単位のうちの１つ以上に共有結合した
発色団を含む染料ポリマーを含み得る。繰り返し単位自体は、発色団を含む必要がないと
いうことを理解すべきである。染料ポリマーは、少なくとも５個、少なくとも１０個、又
は更には少なくとも２０個の連続する繰り返し単位を含み得る。
【００６５】
　繰り返し単位は、例えば、オキシアルキレンオキシ及びポリオキシアルキレンオキシと
組み合わせられたフェニルジカルボキシレートなどの有機エステルに由来し得る。繰り返
し単位は、アルケン、エポキシド、アジリジン、及び変性セルロースを含む単位を含む炭
水化物に由来し得、当該変性セルロースは、例えば、ヒドロキシアルキルセルロース；ヒ
ドロキシプロピルセルロース；ヒドロキシプロピルメチルセルロース；ヒドロキシブチル
セルロース；及びヒドロキシブチルメチルセルロース、又はこれらの混合物である。繰り
返し単位は、アルケン若しくはエポキシド、又はこれらの混合物に由来し得る。繰り返し
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単位は、好ましくはＣ２～Ｃ４アルキレンオキシドに由来する、時にアルコキシ基と呼ば
れるＣ２～Ｃ４アルキレンオキシ基であり得る。繰り返し単位は、Ｃ２～Ｃ４アルコキシ
基、好ましくはエトキシ基であり得る。
【００６６】
　本発明の目的に関して、少なくとも３つの連続する繰り返し単位が、ポリマー成分を形
成する。ポリマー成分は、直接又は連結基を介して間接的に、発色団基に共有結合し得る
。好適なポリマー成分の例としては、複数の繰り返し単位を有するポリオキシアルキレン
鎖が挙げられる。一態様では、ポリマー成分は、２個～約３０個の繰り返し単位、２個～
約２０個の繰り返し単位、２個～約１０個の繰り返し単位、又は更には約３個若しくは４
個～約６個の繰り返し単位を有するポリオキシアルキレン鎖を含む。ポリオキシアルキレ
ン鎖の非限定的な例としては、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、グリシドールオ
キシド、ブチレンオキシド、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００６７】
　キレート剤：また、本明細書の組成物は、任意に、１つ以上の銅、鉄及び／又はマンガ
ンキレート剤を含有し得る。使用される場合、キレート剤は、一般的に、本明細書の組成
物の約０．１重量％～約１５重量％、又は更には本明細書の組成物の約３．０重量％～約
１５重量％含まれる。好適なキレート剤は、ジエチレントリアミン五酢酸、ジエチレント
リアミンペンタ（メチルホスホン酸）、エチレンジアミン－Ｎ’Ｎ’－二コハク酸、エチ
レンジアミン四酢酸、エチレンジアミンテトラ（メチレンホスホン酸）、ヒドロキシエタ
ンジ（メチレンホスホン酸）、及びこれらの任意の組み合わせから選択され得る。好適な
キレート剤は、エチレンジアミン－Ｎ’Ｎ’－二コハク酸（ＥＤＤＳ）及び／又はヒドロ
キシエタンジホスホン酸（ＨＥＤＰ）である。洗濯洗剤組成物は、エチレンジアミン－Ｎ
’Ｎ’－二コハク酸又はその塩を含み得る。エチレンジアミン－Ｎ’Ｎ’－二コハク酸は
、Ｓ，Ｓエナンチオマー形態であってよい。上記の組成物は、４，５－ジヒドロキシ－ｍ
－ベンゼンジスルホン酸二ナトリウム塩、グルタミン酸－Ｎ，Ｎ－二酢酸（ＧＬＤＡ）及
び／又はこれらの塩、２－ヒドロキシピリジン－１－オキシド、ＢＡＳＦ（Ｌｕｄｗｉｇ
ｓｈａｆｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手可能なＴｒｉｌｏｎ　Ｐ（商標）を含み得る。
炭酸カルシウム結晶成長阻害剤も好適なキレート剤であり得る。好適な炭酸カルシウム結
晶成長阻害剤は、１－ヒドロキシエタンジホスホン酸（ＨＥＤＰ）及びその塩；Ｎ，Ｎ－
ジカルボキシメチル－２－アミノペンタンー１，５－二酸及びその塩；２－ホスホノブタ
ンー１，２，４－トリカルボン酸及びその塩；並びにこれらの任意の組み合わせからなる
群から選択され得る。
【００６８】
　上記の組成物は、１－ヒドロキシエタンジホスホン酸（ＨＥＤＰ）及びその塩；Ｎ，Ｎ
－ジカルボキシメチル－２－アミノペンタンー１，５－二酸及びその塩；２－ホスホノブ
タンー１，２，４－トリカルボン酸及びその塩；並びにこれらの任意の組み合わせからな
る群から選択され得る。
【００６９】
　水溶性パウチ
　液体洗濯洗剤組成物は、水溶性単位用量物品中に存在していてよい。このような実施形
態では、水溶性単位用量物品は、単位用量物品が水溶性フィルムによって包囲された少な
くとも１つの内部区画を含むような形状の少なくとも１枚の水溶性フィルムを含む。少な
くとも１つの区画は、液体洗濯洗剤組成物を含む。水溶性フィルムは、保管中に液体洗濯
洗剤組成物が区画から漏れ出さないように封止される。しかし、水溶性単位用量物品を水
に添加すると、水溶性フィルムが溶解して、内部区画の内容物が洗浄液中へと放出される
。
【００７０】
　区画は、組成物を保持する、単位用量物品内の閉じた内部空間を意味すると理解される
べきである。好ましくは、単位用量物品は水溶性フィルムを含む。単位用量物品は、水溶
性フィルムが組成物を完全に取り囲み、それによって組成物が存在する区画が画定される
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ように製造される。単位用量物品は、２枚のフィルムを含んでよい。第１のフィルムは、
組成物が添加される開放された区画を含むような形状であってよい。次いで、区画の開口
部を閉じるような配向で第１のフィルムを第２のフィルムで覆う。次いで、封止領域に沿
って第１及び第２のフィルムを互いに封止する。フィルムについては、以下により詳細に
説明する。
【００７１】
　単位用量物品は、２つ以上の区画、更には少なくとも２つの区画、又は更には少なくと
も３つの区画を含んでよい。区画は、重ね合わせ配向、すなわち、一方が他方の上に位置
するように配置してよい。あるいは、区画は、並列配向、すなわち、一方が他方に隣接す
るように位置してもよい。更に、区画は、「タイヤとリム」の配置で配向してもよく、す
なわち、第１の区画が第２の区画に隣接して位置するが、第１の区画が第２の区画を少な
くとも部分的に取り囲むが、第２の区画を完全には封入しない。あるいは、１つの区画が
別の区画内に完全に封入されていてもよい。
【００７２】
　単位用量物品が少なくとも２つの区画を含む場合、区画の一方が他方の区画よりも小さ
くてよい。単位用量物品が少なくとも３つの区画を含む場合、区画のうちの２つが第３の
区画よりも小さくてよく、好ましくは、小さい方の区画が大きい方の区画の上に重ね合わ
せられる。重ね合わせられた区画は、好ましくは、並列に配向される。
【００７３】
　多区画配向では、本発明に係る組成物が区画のうちの少なくとも１つに含まれ得る。例
えば、上記の組成物は、１つの区画内のみに含まれていてもよく、又は２つの区画、若し
くは更には３つの区画に含まれていてもよい。
【００７４】
　本発明のフィルムは、水溶性又は水分散性である。水溶性フィルムは、好ましくは２０
～１５０マイクロメートル、好ましくは３５～１２５マイクロメートル、更により好まし
くは５０～１１０マイクロメートル、最も好ましくは約７６マイクロメートルの厚さを有
する。
【００７５】
　好ましくは、最大孔径２０マイクロメートルのガラスフィルターの使用後に本明細書に
記載の方法によって測定したとき、フィルムは、少なくとも５０％、好ましくは少なくと
も７５％、又は更には少なくとも９５％の水溶性を有する。
【００７６】
　予め秤量した３Ｌのビーカーに、５グラム±０．１グラムのフィルム材料を添加し、２
Ｌ±５ｍＬの蒸留水を添加する。これを、６００ｒｐｍに設定した、電磁攪拌器（Ｌａｂ
ｌｉｎｅモデル番号１２５０又は等価物）及び５ｃｍの電磁式攪拌器上にて、３０℃で３
０分間激しく攪拌する。次いで、この混合物を、上に定義した孔径（最大２０マイクロメ
ートル）の折り畳まれた定性焼結ガラスフィルターで濾過する。回収した濾液から任意の
従来の方法によって水を乾燥させ、残った材料の重量を測定する（これが溶解又は分散画
分である）。次いで、溶解度又は分散度の割合を計算することができる。
【００７７】
　好ましいフィルム材料は、好ましくは、ポリマー材料である。フィルム材料は、当該技
術分野において既知であるとおり、例えば、ポリマー材料の注型成形、吹込成形、押出成
形又は吹込押出成形によって得ることができる。
【００７８】
　パウチ材料として使用するのに好適な好ましいポリマー、コポリマー、又はこれらの誘
導体は、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアルキレンオキシド、アク
リルアミド、アクリル酸、セルロース、セルロースエーテル、セルロースエステル、セル
ロースアミド、ポリ酢酸ビニル、ポリカルボン酸及び塩、ポリアミノ酸又はペプチド、ポ
リアミド、ポリアクリルアミド、マレイン酸／アクリル酸のコポリマー、デンプン及びゼ
ラチンを含む多糖類、キサンタン及びカラゴムなどの天然ゴムから選択される。より好ま
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しいポリマーは、ポリアクリレート及び水溶性アクリレートコポリマー、メチルセルロー
ス、カルボキシメチルセルロースナトリウム、デキストリン、エチルセルロース、ヒドロ
キシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、マルトデキストリン、ポ
リメタクリレートから選択され、最も好ましくは、ポリビニルアルコール、ポリビニルア
ルコールコポリマー及びヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）、並びにこれ
らの組み合わせから選択される。好ましくは、パウチ材料中のポリマー、例えば、ＰＶＡ
ポリマーの濃度は、少なくとも６０％である。ポリマーは、任意の重量平均分子量を有し
ていてよく、好ましくは、約１０００～１，０００，０００、より好ましくは、約１０，
０００～３００，０００、更により好ましくは、約２０，０００～１５０，０００である
。
【００７９】
　ポリマー混合物をパウチ材料として使用してもよい。これは、その用途及び必要とされ
るニーズに応じて、区画又はパウチの機械的特性及び／又は溶解特性を制御するのに有益
であり得る。好適な混合物としては、例えば、あるポリマーが別のポリマーよりも高い水
溶性を有し、及び／又はあるポリマーが別のポリマーよりも高い機械強度を有する混合物
が挙げられる。異なる重量平均分子量を有するポリマーの混合物、例えば、約１０，００
０～４０，０００、好ましくは２０，０００前後の重量平均分子量のＰＶＡ又はそのコポ
リマーと、約１００，０００～３００，０００、好ましくは１５０，０００前後の重量平
均分子量のＰＶＡ又はそのコポリマーとの混合物も好適である。ポリマーブレンド組成物
、例えば、加水分解によって分解可能でありかつ水溶性であるポリマーブレンド（例えば
、典型的には約１～３５重量％のポリラクチド及び約６５重量％～９９重量％のポリビニ
ルアルコールを含む、ポリラクチド及びポリビニルアルコールを混合することによって得
られる、ポリラクチド及びポリビニルアルコール）を含むポリマーブレンド組成物も本明
細書において好適である。本明細書に用いるのに好ましいのは、材料の溶解特性を改善す
るために約６０％～約９８％加水分解された、好ましくは約８０％～約９０％加水分解さ
れたポリマーである。
【００８０】
　好ましいフィルムは、冷水、すなわち、加熱されていない蒸留水中で良好な溶解を呈す
るものである。好ましくは、このようなフィルムは、２４℃、更により好ましくは１０℃
で良好な溶解を呈する。良好な溶解とは、上記のとおり、最大孔径２０マイクロメートル
のガラスフィルターの使用後に本明細書に記載の方法によって測定したとき、フィルムが
、少なくとも５０％、好ましくは少なくとも７５％、又は更には少なくとも９５％の水溶
性を呈することを意味する。
【００８１】
　好ましいフィルムは、Ｍｏｎｏｓｏｌによって商品参照番号Ｍ８６３０、Ｍ８９００、
Ｍ８７７９、Ｍ８３１０として供給されているものである。
【００８２】
　本明細書に記載のフィルム中の全ＰＶＡ樹脂含有量のうち、ＰＶＡ樹脂は、約３０～約
８５重量％の第１のＰＶＡポリマー、又は約４５～約５５重量％の第１のＰＶＡポリマー
を含み得る。例えば、ＰＶＡ樹脂は、各ＰＶＡポリマーを約５０重量％含有し得、第１の
ＰＶＡポリマーの粘度は約１３ｃＰであり、第２のＰＶＡポリマーの粘度は約２３ｃＰで
ある。
【００８３】
　当然のことながら、異なるフィルム材料及び／又は異なる厚さのフィルムを、本発明の
区画の作製に用いてよい。異なるフィルムを選択する利点は、得られる区画が、異なる溶
解性、すなわち放出特性を呈し得る点である。
【００８４】
　また、本明細書のフィルム材料は、１つ以上の添加剤成分を含んでいてもよい。例えば
、グリセロール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、
ソルビトール、及びこれらの混合物などの可塑剤を添加することが有益である場合がある
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。他の添加剤としては、水、及び洗浄水に送達される、界面活性剤を含む機能性洗剤添加
剤、例えば、有機ポリマー分散剤などを挙げることができる。
【００８５】
　フィルムは、不透明、半透明又は透明であってよい。フィルムは、印刷された領域を含
んでよい。印刷された領域は、フィルム表面の１０～８０％、又は区画の内部空間と接触
しているフィルム表面の１０～８０％、又はフィルム表面の１０～８０％、及び区画表面
の１０～８０％を覆い得る。
【００８６】
　印刷領域は、フィルムの連続した部分を覆っていてもよく、又は連続した部分の一部を
覆っていてもよく、すなわち、より小さい印刷領域を含んでいてもよく、その合計は、フ
ィルム表面若しくは区画の内部空間と接触しているフィルム表面、又はこれら両方の１０
～８０％を占める。
【００８７】
　印刷領域は、インク、顔料、染料、青み付け剤、又はこれらの混合物を含み得る。印刷
領域は、不透明、半透明、又は透明であってよい。
【００８８】
　印刷領域は、単色を含んでいてもよく、又は複数の色、更には３色を含んでいてもよい
。印刷領域は、白色、黒色、青色、赤色、又はこれらの組み合わせを含み得る。印刷は、
フィルム表面上に層として存在してもよく、又はフィルムに少なくとも部分的に浸透して
いてもよい。フィルムは、第１の側面及び第２の側面を含む。印刷領域は、フィルムの片
側に存在してもよく、又はフィルムの両側に存在してもよい。あるいは、印刷領域は、フ
ィルム自体内に少なくとも部分的に含まれていてもよい。
【００８９】
　印刷領域は、インクを含んでよく、当該インクは顔料を含む。フィルム上に印刷するた
めのインクは、好ましくは、水中での所望の分散等級を有する。インクは、白、赤及び黒
を含む任意の色であってよい。インクは、重量当たり１０％～８０％、又は２０％～６０
％、又は２５％～４５％の水を含む水系インクであってよい。インクは、重量当たり２０
％～９０％、又は４０％～８０％、又は５０％～７５％の固形分を含んでよい。
【００９０】
　インクは、剪断速度１０００ｓ－１、温度２０℃で測定された粘度が、１～６００ｃＰ
ｓ、又は５０～３５０ｃＰｓ、又は１００～３００ｃＰｓ又は１５０～２５０ｃＰｓであ
り得る。この測定値は、ＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓのＡＲ－５５０レオメータにおい
てコーンプレート形状を用いて得ることができる。
【００９１】
　印刷領域は、フレキソ印刷又はインクジェット印刷などの標準的な技術を使用して得る
ことができる。好ましくは、印刷領域は、フレキソ印刷を介して得られ、この場合、フィ
ルムは印刷された後、開口区画の形状に成形される。次いで、この区画に洗剤組成物を充
填し、区画上方に第２のフィルムを配置し、第１のフィルムに封止される。印刷領域は、
フィルムの片側に存在してもよく、又はフィルムの両側に存在してもよい。
【００９２】
　あるいは、フィルムの全部又は少なくとも一部が着色されるように、インク又は顔料を
フィルムの製造中に添加してもよい。
【００９３】
　フィルムは、例えば苦味剤などの嫌悪剤を含んでよい。好適な苦味剤としては、ナリン
ギン、オクタ酢酸スクロース、塩酸キニーネ、安息香酸デナトニウム、又はこれらの混合
物が挙げられるが、これらに限定されない。任意の好適な濃度の嫌悪剤をフィルムに使用
してよい。好適な濃度としては、１～５０００ｐｐｍ、又は更には１００～２５００ｐｐ
ｍ、又は更には２５０～２０００ｒｐｍが挙げられるが、これらに限定されない。
【００９４】
　製造方法
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　本発明の液体洗濯洗剤組成物は、当該技術分野において既知の任意の好適な製造技術を
使用して製造され得る。当業者であれば、本発明に係る組成物を製造するのに適切な方法
及び機器を理解するであろう。
【００９５】
　ＨＣＯプレミックスは、ＨＣＯを融解させ、小体積の温液体洗濯洗剤組成物（酵素も香
料材料も含まない）に添加することによって形成され得る。次いで、ＨＣＯプレミックス
を他の成分に添加して、液体洗濯洗剤組成物を形成する。
【００９６】
　使用方法
　本発明の組成物又は単位用量物品は、洗濯物が既に存在しているか、又は洗濯物が加え
られる洗浄液に添加してよい。上記の組成物又は物品は、洗濯機の稼働中に使用してよく
、ドラムに直接添加しても、引き出し式ディスペンサー（dispenser drawer）に添加して
もよい。洗濯機は、自動洗濯機であっても、半自動洗濯機であってもよい。布地柔軟剤又
はしみ除去剤などの他の洗濯洗剤組成物と組み合わせて使用してもよい。洗浄液に添加す
る前に、前処理組成物として、しみに使用してもよい。
【００９７】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に指示がない限り、そのような各寸法は、記載された
値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば「４０ｍ
ｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するものとする。
【実施例】
【００９８】
　様々な組成物の粘度を比較した。以下の組成物を調製した。
【００９９】
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【表１】

【０１００】
　１０ｃｍのインペラを備えるＩＫＡ　Ｅｕｒｏｓｔａｒ　２００ミキサを有する１Ｌの
ビーカーを調製することによって、組成物を製造した。これを２５０ｒｐｍで稼働させた
。回転インペラを備えるビーカーに溶媒材料を添加し、続いて、界面活性剤材料を添加し
た。これらが分散したら、ポリマー及び塩を添加した。組成物のｐＨをＮａＯＨを用いて
約＆（Ｓａｒｔｏｒｉｕｓ　ＰＴ－１０　ｐＨ計を用いて測定）に調整した。次いで、残
りの成分を添加し、混合した。全ての材料をＭｅｔｔｌｅｒ　Ｔｏｌｅｄｏ　ＰＢ３００
２－Ｓ秤を用いて計量した。
【０１０１】
　組成物Ｃは、当該組成物Ｃの６．２５重量％のモノエタノールアミンを含んでいた。組
成物Ａ及びＢは、モノエタノールアミンを含んでいなかった。
【０１０２】
　次いで、２０℃で１０００μｍのギャップを使用してＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製
のレオメータＤＨＲ１を用いて、組成物の粘度を測定した。サンプルを、０．０５ｓ－１

で１分間平衡化し、続いて、１０分間にわたって０．０５ｓ－１～１２００ｓ－１の流動
曲線を測定した。０．０５ｓ－１～１０００ｓ－１の結果を表２に示す。
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【０１０３】
【表２】

【０１０４】
　０．０５ｓ－１における剪断力は、消費者が組成物を注いでいる間に組成物が受ける剪
断力に相当する。１０００ｓ－１における剪断力は、製造中に組成物が受ける剪断力に相
当する。
【０１０５】
　６．２５％のモノエタノールアミンを含む組成物Ｃは、消費者注入剪断力及び加工投入
剪断力に相当する低及び高剪断力において、許容可能な粘度プロファイルを示す。
【０１０６】
　しかし、組成物Ａにおいてモノエタノールアミンを除去した（そして、対応して、界面
活性剤を炭酸ナトリウムで中和した）とき、粘度が許容不可能なレベルに増大する。
【０１０７】
　モノエタノールアミンが除去され、界面活性剤が炭酸ナトリウムで中和されているだけ
でなく、１，２－プロパンジオールも添加されている組成物Ｂは、本発明に相当する。粘
度は、許容可能なレベルまで戻る。
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